
新
聞
掲
載
記
事
よ
り

《 長崎新聞 平成30年10月22日朝刊より 》
※新聞記事のレイアウトを変更しております。

【
質
問
】
災
害
時
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

（
50
歳
、
男
性
）

災
害
時
の
医
療
体
制

【
回
答
】
災
害
に
よ
る
傷
病

の
特
徴
は
、
外
傷
の
激
し
さ
と
、

一
度
に
多
数
の
受
傷
者
が
発
生

す
る
こ
と
で
す
。
被
災
し
た

人
々
の
救
済
に
は
、
一
刻
も
早

く
必
要
な
医
療
支
援
を
つ
ぎ
込

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
主
な
役
割
は
、

被
災
地
で
の
情
報
収
集
と
そ
の

伝
達
、
現
場
で
の
ト
リ
ア
ー

ジ
・
治
療
・
搬
送
、
災
害
拠
点

病
院
に
お
け
る
支
援
活
動
で
す
。

医
師
や
看
護
師
を
中
心
と
す
る

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
は
、
普
段
は
全

国
各
地
の
病
院
で
日
常
診
療
に

携
わ
る
傍
ら
、
日
頃
か
ら
災
害

時
に
お
け
る
訓
練
を
受
け
、
い

つ
で
も
緊
急
出
動
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
5

年
3
月
末
で
1
4
2
6
隊

9
3
2
8
人
が
登
録
を
行
っ

て
い
ま
す
。

発
災
か
ら
数
日
を
経
過
す
る

と
、
必
要
と
さ
れ
る
医
療
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
被
災
地
に

お
い
て
は
、
医
療
機
関
や
医
療

従
事
者
も
被
災
者
と
な
り
、
地

域
の
医
療
供
給
体
制
が
低
下
。

加
え
て
、
外
傷
や
避
難
所
で
の

不
安
定
で
慣
れ
な
い
生
活
か
ら

平
時
の
病
気
が
悪
化
し
た
り
、

新
た
な
病
気
を
発
症
す
る
人
も

増
え
て
き
て
、
平
時
の
医
療
体

制
で
は
被
災
地
の
医
療
を
守
る

こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
に
携
わ
る
の
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー

ム
）
で
す
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
被
災
地
の
医

師
会
か
ら
日
本
医
師
会
へ
出
動

要
請
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
全
国
各
地
の
医
師
会
か
ら
派

遣
さ
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
の
主
な

構
成
員
は
、
医
師
、
看
護
師
、

事
務
員
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
は
、
理
学
療
法
士
、
薬
剤
師
、

栄
養
士
な
ど
も
チ
ー
ム
に
参
加

し
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
よ
う
に
特
別
な

災
害
医
療
に
対
し
訓
練
を
受
け

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
期
の
医
療
状
況
は
特
殊

で
は
あ
る
も
の
の
、
必
要
と
さ

れ
る
医
療
は
平
時
と
大
き
く
変

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
被
災
地

に
日
常
の
診
療
を
届
け
、
被
災

者
に
安
心
を
も
た
ら
す
の
が
そ

の
大
き
な
役
割
で
す
。
地
域
の

医
療
が
安
定
す
る
ま
で
支
援
は

続
き
ま
す
。

こ
の
一
連
の
流
れ
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
が
、
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
発
災

直
後
以
降
、
刻
々
と
変
化
す
る

地
域
の
状
況
か
ら
必
要
な
医
療

資
源
を
判
断
し
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
含
め
た
医
療
支
援

を
適
切
に
配
置
す
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
平
時
か
ら
の
養
成

と
、
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に

集
め
る
組
織
作
り
が
大
切
で
す
。

過
去
の
甚
大
災
害
の
経
験
が
、

昨
今
の
災
害
発
生
時
に
生
か
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
南
海

ト
ラ
フ
な
ど
の
さ
ら
な
る
甚
大

災
害
の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
て
お

り
、
医
療
以
外
で
も
、
国
は
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
を
練
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
県
医
師
会
）

ＤＤ
ＭＭ
ＡＡ
ＴＴ
、、ＪＪ
ＭＭ
ＡＡ
ＴＴ
がが
対対
応応
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

質問をどうぞ この欄では県医師会が医療制度全般の質問
にお答えします。質問希望の方は知りたい

内容を分かりやすくまとめ、〒852－8601、長崎市茂里町3の1、長崎
新聞社生活文化部「医療制度Ｑ＆Ａ」係までお送りください。不明な点
をお聞きする場合がありますので住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
明記してください。なお、直接本人への回答はいたしません。
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